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有
年
牟
礼
・
山
田
遺
跡
土
器

５０
点
を
市
文
化
財
指
定

地
域
的
変
遷
追
え
る
事
例

柔
道
の
全
国
高
校
選
手
権

団
体
Ｖ
で
最
優
秀
選
手

国
士
舘
の
山
本
由
聖
君

の
考
古
資
料
で
は
５
件

目
。（
写
真
は
市
指
定
有

形
文
化
財
と
な
っ
た
「
有

年
牟
礼
・
山
田
遺
跡
方
形

周
溝
墓
群
出
土
土
器
）

中
央
義
士
会
に

播
州
赤
穂
支
部

　
元
禄
赤
穂
事
件
の
研
究

団
体
「
中
央
義
士
会
」

（
柿
崎
輝
彦
理
事
長
、
本

部
・
泉
岳
寺
）
は
２
日
、

新
た
に
播
州
赤
穂
支
部
を

創
設
。
花
岳
寺
を
支
部
と

４
月
９
日（
日
）午
前
１０
時

か
ら
。☎
４２
・
２
０
６
８
。

令
和
５
年
の
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲

　
▽
瑞
宝
単
光
章
＝
瀬
納

義
明
さ
ん（
７４
）
警
察
功

労
、
元
兵
庫
県
警
部
補
、

上
仮
屋
南
※
４
月
２９
日
発

令

し
、
支
部
長
に
同
寺
の
矢

野
英
樹
総
代
会
長（
５３
）を

選
任
し
た
。

　
京
都
支
部
も
同
日
設
置

さ
れ
、
中
央
義
士
会
の
支

部
は
北
海
道
、
静
岡
、
山

鹿
と
合
わ
せ
て
５
つ
に
な

っ
た
。

　
矢
野
支
部
長
は
「
毎
月

第
２
日
曜
日
に
は
花
岳
寺

で
『
忠
臣
蔵
雑
学
会
』
を

開
い
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。
次
回
は

周
溝
墓
の
特
徴
を
備
え
、

河
内
産
の
土
器
が
出
土
。

一
方
、
大
型
装
飾
器
台
や

加
飾
壺
を
用
い
る
点
で
は

吉
備
地
域
の
系
譜
を
引
く

有
年
原
・
田
中
遺
跡
１
号

実
施
か
ら
１０
か
月
後
、
発

熱
カ
テ
ー
テ
ル
抜
去
（
２

０
２
０
年
１
月
）
③
水
頭

症
手
術
に
伴
う
肺
挫
傷
の

出
現（
２
０
２
０
年
３
月
）

―
の
３
症
例
。

　
こ
れ
ら
の
症
例
に
関
し

て
、
病
院
は
昨
年
３
月
の

記
者
会
見
で
一
旦
は
「
医

療
事
故
」
と
説
明
し
な
が

ら
も
、
同
年
６
月
の
記
者

会
見
で
「
３
件
と
も
事
故

に
は
当
た
ら
な
い
」（
高

尾
雄
二
郎
副
院
長
兼
医
療

安
全
推
進
室
長
）
と
撤

回
。「（
医
療
事
故
の
定
義

と
す
る
）『
事
故
に
よ
り

濃
厚
な
処
置
や
治
療
の
必

要
性
』
は
生
じ
な
か
っ

た
」
と
し
て
、
医
療
事
故

よ
り
軽
い
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
」
に
区
分
け
し
た
。

　
検
証
委
は
、「
個
々
の
医

療
事
故
・
医
療
過
誤
の
判

断
は
市
民
病
院
が
そ
の
責

任
に
お
い
て
行
う
も
の
で

あ
り
、
委
員
会
は
判
断
を

行
わ
な
い
」と
し
、各
症
例

の
過
失
の
有
無
や
医
療
事

故
に
該
当
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
言
及
を
避
け
た
。

　
赤
穂
市
は
、
有
年
牟
礼

・
山
田
遺
跡
で
出
土
し
た

弥
生
時
代
終
末
期
の
大
型

装
飾
器
台
や
加
飾
壺
な
ど

土
器
５０
点
を
新
た
に
市
指

定
有
形
文
化
財
（
考
古
資

料
）
に
指
定
し
た
。

　
同
遺
跡
で
は
１
９
８
７

〜
８８
年
度
と
２
０
１
１
年

度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

た
。
赤
穂
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
と
、
摂
津
・
河
内

地
域
な
ど
畿
内
地
域
を
起

源
と
し
て
発
展
し
た
方
形

置
付
け
、
▽
医
療
安
全
推

進
体
制
▽
医
療
安
全
対
策

実
施
要
項
▽
信
頼
回
復
―

を
テ
ー
マ
に
今
年
３
月
ま

で
計
６
回
、
い
ず
れ
も
非

公
開
で
開
か
れ
た
。

　
報
告
書
は
３
月
３１
日
に

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

表
。
病
院
は
「
報
告
書
に

関
し
て
、
記
者
会
見
を
開

催
す
る
予
定
は
な
い
」
と

し
、
報
告
書
を
受
け
た
今

後
の
取
り
組
み
つ
い
て

「
ま
ず
は
、
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
具
体
的

に
は
、
院
内
の
共
通
理
解

を
徹
底
す
る
た
め
、
先
進

医
療
機
関
の
医
療
安
全
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
情
報
を
収

集
し
、
用
語
の
定
義
を
明

確
に
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

改
訂
し
、
制
度
が
浸
透
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行

う
」と
書
面
で
回
答
し
た
。

墓
の
祭
祀
形
式
を
継
承
し

て
い
る
と
い
う
。

　
市
教
委
は
「
在
来
の
墓

制
要
素
と
畿
内
地
域
の
要

素
が
共
存
し
な
が
ら
、
古

墳
時
代
へ
と
繋
が
る
こ
と

を
如
実
に
示
し
て
お
り
、

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

の
転
換
期
に
お
け
る
埋
葬

祭
祀
形
式
の
地
域
的
変
遷

を
明
確
に
追
う
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
事
例
」
と
し

て
市
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
し
た
。

　
市
指
定
文
化
財
と
し
て

は
５４
件
目
、
有
形
文
化
財

　
赤
穂
市
民
病
院
ガ
バ
ナ

ン
ス
検
証
委
員
会
の
報
告

書
で
、
赤
穂
市
民
病
院
が

医
療
事
故
と
認
め
て
い
る

８
件
の
他
に
３
つ
の
症
例

で
生
じ
た
患
者
へ
の
有
害

事
象
の
概
要
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
報
告
書
に
よ
る
と
、
①

腫
瘍
摘
出
率
が
２０
％
以
下

だ
っ
た
た
め
、
別
の
脳
外

科
医
（
診
療
科
長
）
が
翌

月
に
再
手
術
（
２
０
１
９

年
７
月
）
②
水
頭
症
手
術

　
一
方
、
一
連
の
医
療
事

故
に
関
わ
っ
た
医
師
の
採

用
か
ら
半
年
ほ
ど
経
過
し

た
２
０
１
９
年
１２
月
頃
、

「（
カ
テ
ー
テ
ル
操
作
が
）

乱
暴
で
稚
拙
で
、
患
者
に

と
っ
て
危
険
」
と
の
理
由

で
同
医
師
が
行
う
手
術
へ

の
参
加
を
臨
床
工
学
技
士

た
ち
が
拒
否
し
た
件
に
つ

い
て
は
報
告
書
に
記
載
が

な
い
。
脳
神
経
外
科
診
療

科
長
や
医
療
安
全
管
理
者

な
ど
４
人
に
実
施
し
た
事

情
聴
取
で
も
ボ
イ
コ
ッ
ト

に
関
す
る
事
実
確
認
を
し

た
形
跡
は
な
く
、
臨
床
工

学
部
の
職
員
は
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
対
象
に
す
ら
含
ま
れ

て
い
な
い
。

　
同
医
師
は
ボ
イ
コ
ッ
ト

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
後

も
手
術
を
続
け
、
２０
年
２

月
末
ま
で
に
、
さ
ら
に
３

件
の
医
療
事
故
が
発
生
。

そ
の
中
に
は
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
る
血
栓
回
収
の
手
術

中
に
出
血
し
、
患
者
が
昏

睡
状
態
に
陥
っ
た
ま
ま
５

日
後
に
死
亡
し
た
症
例
も

含
ま
れ
る
。
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

な
ぜ
そ
の
後
の
医
療
事
故

を
防
げ
な
か
っ
た
の
か
。

検
証
委
に
よ
る
解
明
が
期

待
さ
れ
た
が
、
真
相
は
明

ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
件
を
検

証
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
検
証
委
の
有
田
伸
弘

委
員
長
（
関
西
福
祉
大
学

教
授
）
は
、
赤
穂
民
報
の

取
材
質
問
に
、「
市
民
病
院

で
調
査
し
た
結
果
、
そ
の

よ
う
な
事
実
は
認
識
し
て

い
な
い
と
の
結
論
だ
っ
た

た
め
、
検
証
は
行
わ
な
か

っ
た
」
と
回
答
。
委
員
会

独
自
に
は
調
査
し
な
か
っ

た
と
認
め
た
。

　
検
証
委
は
、
医
療
安
全

や
組
織
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
知

見
が
あ
る
と
さ
れ
る
医
師

や
弁
護
士
な
ど
４
人
を
メ

ン
バ
ー
に
昨
年
６
月
設

置
。「
病
院
組
織
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
医
療
事
故
等

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
等
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
面
の
問
題
点
を

検
証
し
、
改
善
策
を
提
言

す
る
こ
と
」
と
目
的
を
位

県
議
選

３
回
連
続
無
投
票

現
職
長
岡
氏
６
選

　
兵
庫
県
議
選
の
赤
穂
市

・
赤
穂
郡
・
佐
用
郡
選
挙

区
（
定
数
１
）
は
現
職
の

長
岡
壮そ

う

壽じ
ゅ

氏（
６２
）＝
無
所

属
、
自
民
推
薦
＝
の
ほ
か

に
立
候
補
の
届
出
が
な

く
、
３
月
３１
日
に
無
投
票

が
確
定
。
長
岡
氏
の
６
選

が
決
ま
っ
た
。
同
選
挙
区

の
無
投
票
は
３
回
連
続
と

な
っ
た
。

　
柔
道
の
第
４５
回
全
国
高

校
選
手
権
大
会
（
３
月
２０

・
２１
日
、
日
本
武
道
館
）

で
赤
穂
出
身
の
山
本
由ゆ

う

聖せ
い

君（
１６
）＝
国
士
舘
２
年
＝

が
最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ

た
。
こ
の
ほ
ど
帰
省
し
、

小
学
生
時
代
に
所
属
し
た

赤
穂
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
喜
び
を
報
告
し
た
。

　
山
本
君
は
１
回
戦
か
ら

決
勝
ま
で
全
６
試
合
で
勝

ち
星
。
う
ち
５
試
合
は
内

股
や
寝
技
で
一
本
勝
ち
。

目
覚
ま
し
い
活
躍
で
チ
ー

ム
の
４
年
ぶ
り
１１
度
目
と

な
る
優
勝
に
貢
献
し
た
。

　
大
将
を
任
さ
れ
た
準
々

決
勝
の
埼
玉
栄
戦
で
は
前

の
４
人
が
引
き
分
け
て
０

ー
０
で
出
番
が
回
っ
て
き

た
中
、
終
始
落
ち
着
い
て

試
合
を
進
め
、
指
導
２
つ

を
奪
っ
て
勝
利
し
た
。

「
同
じ
よ
う
な
場
面
は
中

学
の
全
国
大
会
で
も
あ
っ

た
の
で
。
焦
り
は
な
か
っ

た
」
と
冷
静
に
振
り
返
っ

た
。

　
今
季
の
目
標
を
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
、
金
鷲
旗
と
合
わ

せ
た
「
高
校
団
体
３
冠
」

に
掲
げ
、「
チ
ー
ム
に
良

い
流
れ
を
も
た
ら
す
の
が

自
分
の
役
割
」
と
頼
も
し

い
。
個
人
で
は
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
の

出
場
権
が
か
か
る
東
京
都

ジ
ュ
ニ
ア
に
照
準
を
定
め

る
。

　
系
列
の
国
士
舘
大
学
で

大
学
生
の
胸
を
借
り
、
立

ち
技
に
加
え
て
寝
技
も
磨

く
。
稽
古
の
後
は
「
お
腹

が
痛
く
な
る
く
ら
い
」
の

量
の
食
事
。「
筋
肉
を
増

や
し
て
体
を
つ
く
っ
て
い

く
」
と
、
さ
ら
な
る
飛
躍

へ
土
台
を
築
く
。（
写
真

は
全
国
高
校
選
手
権
の
男

子
団
体
優
勝
に
貢
献
し
た

国
士
舘
２
年
の
山
本
由
聖

君
）

　
赤
穂
市
民
病
院
の
脳
神

経
外
科
で
多
発
し
た
医
療

事
故
を
受
け
て
設
置
さ
れ

た
第
三
者
委
員
会
「
赤
穂

市
民
病
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
検

証
委
員
会
」
の
報
告
書
が

公
表
さ
れ
た
。
一
連
の
医

療
事
故
に
執
刀
医
と
し
て

関
与
し
た
医
師
に
よ
る
手

術
へ
の
参
加
を
臨
床
工
学

技
士
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た

件
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

調
査
せ
ず
に
報
告
書
を
ま

と
め
て
お
り
、
真
相
解
明

に
は
不
十
分
な
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

　
報
告
書
で
は
、
一
連
の

医
療
事
故
発
生
後
の
病
院

の
対
応
に
つ
い
て
、
医
療

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め

る
報
告
や
調
査
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
や
、
内
容

の
異
な
る
２
種
類
の
検
証

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
問
題
視
。

「
指
揮
命
令
系
統
が
適
正

に
機
能
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
組
織
体
制
と
な
っ

て
い
る
」「
病
院
全
体
と

し
て
、実
際
に
医
療
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
適
正

に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と

の
認
識
が
欠
如
し
て
い

た
」
な
ど
と
批
判
的
に
指

摘
し
た
。

　
ま
た
、
医
師
の
技
量
を

事
前
に
確
認
す
る
ス
テ
ッ

プ
が
な
か
っ
た
こ
と
、
医

療
事
故
件
数
を
統
計
的
に

把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と

も
問
題
と
し
、「
医
療
安

全
へ
の
取
り
組
み
が
十
分

に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と

し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
」
と
総
括
。
今
後
の
改

善
点
と
し
て
、
医
療
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
と
遵

守
、
病
院
全
体
の
医
療
安

全
教
育
の
実
施
、
リ
ー
ダ

ー
育
成
な
ど
を
提
言
し
、

「
人
の
生
命
を
扱
っ
て
い

る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ

と
を
十
分
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
」
な
ど
と
医
療
従

事
者
に
欠
か
せ
な
い
基
本

的
な
意
識
の
浸
透
を
求
め

て
い
る
。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

ガ
バ
ナ
ン
ス
検
証
報
告
書

真
相
解
明
に
は
至
ら
ず

真
相
解
明
に
は
至
ら
ず

関
係
者
聴
取
も
不
十
分

次
号
は
２２
日

　
４
月
は
土
曜
日
が
５

回
あ
る
た
め
、
４
月
１５

日
は
休
刊
し
ま
す
。
次

回
は
４
月
２２
日
に
発
行

し
ま
す
。
赤
穂
民
報
社

個
々
の
事
故
・
過
誤
判
断

検
証
委
は
言
及
避
け
る

「
病
院
の
責
任
で
行
う
も
の
」



赤 穂 民 報 毎週土曜日発行 （2）

　

▼
出
張
美
容
「
ル
イ
」

＝
寝
た
き
り
の
人
、
病
気

等
の
た
め
に
足
を
運
べ
な

い
人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、
隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）
◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
6５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０	

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
電

話
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。☎

４３
・
３
９
３
９

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
6０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
で
国
か
ら

補
助
金
が
も
ら
え
ま
す
。

補
助
対
象
機
種
や
お
見
積

等
、お
問
合
せ
は
当
店
ま

で
。エ
ア
コ
ン
取
付
、移

設
。そ
の
他
お
家
の
お
困

り
事
で
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２５
・
１
３
８
１

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼
餃
子
屋
か
ら
の
お
知

ら
せ
＝
店
内
で
飲
食
で
き

ま
す
。餃
子
で
一
杯
ど
う

で
す
か
。ビ
ー
ル
・
ハ
イ
ボ

ー
ル
・
焼
酎
各
３
０
０
円
。

レ
モ
ン
サ
ワ
ー
２
０
０

円
。黒
豚
入
り
餃
子（
生
・

焼
き
）５
０
０
円
。牛
タ
ン

入
り
餃
子（
生
・
焼
き
）
５

０
０
円
。ミ
ッ
ク
ス
餃
子

（
生
・
焼
き
）６
５
０
円
。手

づ
く
り
で
各
１５
個
入
で

す
。鷏
和
１
１
２
０
、赤
穂

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

横
の
赤
い
テ
ン
ト
が
目
印

☎
４５
・
０
０
６
４

　

▼
位
牌
２
〜
３
日
で

仕
上
げ
ま
す
＝
彫
り
代
と

税
込
み
で
２
万
円
代
か

ら
。安
心
の
国
産
品
で
す
。

仏
壇
の
処
分
も
承
り
ま

す
。寸
法
を
測
り
、ス
マ
ホ

で
写
真
を
撮
っ
て
ご
来
店

く
だ
さ
い
。「
中
村
唯
信

堂
」加
里
屋
駅
前
町
☎
４２
・

０
２
８
３

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
軽
な
ら
３
９
６
８
０

第２５０３号　　２０２３年（令和 ５年）４月 ８日

市
民
ガ
イ
ド

「
保
釈
金
」
な
ど
名
目

特
殊
詐
欺
事
件
で

５
３
０
万
円
被
害

　

赤
穂
署
は
３
月
３１
日
、

赤
穂
市
内
の
３０
代
会
社
員

男
性
が
サ
イ
ト
利
用
料
の

未
納
な
ど
を
名
目
に
し
た

特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
い
、

現
金
計
約
５
３
０
万
円
を

だ
ま
し
取
ら
れ
た
と
発
表

し
た
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
被
害

者
の
男
性
は
今
年
２
月
１３

日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の

間
、
男
か
ら
の
電
話
で

「
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が

あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
裁

判
に
な
る
」
な
ど
と
嘘
を

言
わ
れ
、
姫
路
市
内
や
た

つ
の
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
店

で
購
入
し
た
電
子
マ
ネ
ー

計
約
２
０
０
万
円
分
の
番

号
を
男
に
伝
え
た
。

　

ま
た
、別
の
男
か
ら「
こ

れ
ま
で
電
話
し
て
い
た
男

が
保
険
金
詐
欺
で
逮
捕
さ

れ
た
。
保
釈
金
が
必
要
な

の
で
借
り
ら
れ
る
だ
け
借

り
て
送
金
し
て
」
な
ど
と

電
話
が
あ
り
、
男
性
は
消

費
者
金
融
で
工
面
し
た
現

金
約
３
３
０
万
円
を
相
手

の
指
定
す
る
住
所
に
宅
配

便
で
送
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
も
同
様
の
電
話

が
繰
り
返
し
か
か
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
様
子
を
不

審
に
感
じ
た
母
親
が
男
性

を
連
れ
て
警
察
に
相
談

し
、
被
害
が
発
覚
し
た
。

　

▼
…
「
浅
野
内
匠
頭
長

矩
ヲ
抱
キ
留
メ
タ
ル
節
着

用
セ
シ
モ
ノ
模
造
」
＝
元

禄
赤
穂
事
件
の
発
端
と
な

っ
た
江
戸
城
松
の
廊
下
で

の
刃
傷
事
件
で
、
浅
野
長

矩
を
抱
き
止
め
た
旗
本
の

梶
川
与
惣
兵
衛
が
着
用
し

て
い
た
裃
を
模
造
し
た
と

さ
れ
る
肩
衣
と
半
袴
が
、

東
京
国
立
博
物
館（
台
東

区
上
野
公
園
）で
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

梶
川
は
刃
傷
事
件
の
と

き
留
守
居
番
と
し
て
江
戸

城
に
出
仕
し
て
い
て
現
場

に
居
合
わ
せ
た
。
浅
野
が

吉
良
上
野
介
に
斬
り
か
か

る
と
き
に
「
こ
の
間
の
遺

恨
覚
え
た
る
か
」
と
発
し

た
と
さ
れ
る
の
は
、
梶
川

が
事
件
後
に
記
し
た
日
記

が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

日
記
に
は
「
吉
良
殿
を
討

ち
果
た
せ
ず
、
さ
ぞ
さ
ぞ

無
念
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
思

い
も
か
け
な
い
急
変
だ
っ

た
の
で
、
と
っ
さ
に
抱
き

止
め
た
こ
と
は
仕
方
が
な

か
っ
た
」
と
浅
野
へ
の
同

情
や
自
身
の
行
動
を
省
み

る
記
述
も
あ
る
。

　

展
示
品
は
青
色
の
麻
地

で
単
仕
立
。
模
様
は
小
桜

に
微
塵
の
小
紋
で
、
背
中

と
両
胸
の
３
か
所
に
梶
川

家
の
家
紋
が
白
く
染
め
残

さ
れ
て
い
る
。

　

同
館
の
記
録
に
は
「
元

禄
十
四
三
月
十
四
日
梶
川

與
三
兵
衞
浅
野
内
匠
頭
長

矩
ヲ
抱
キ
留
メ
タ
ル
節
着

用
セ
シ
モ
ノ
模
造
」
と
記

載
。
作
成
時
期
や
模
造
の

経
緯
に
関
す
る
詳
し
い
記

録
は
な
い
が
、
梶
川
の
祖

父
母
の
供
養
塔
が
あ
り
、

本
人
も
帰
依
し
て
い
た
唱

行
寺
（
千
葉
県
市
川
市
）

に
所
蔵
さ
れ
る
裃
を
基
に

同
館
が
模
造
し
た
可
能
性

が
あ
る
。

　

裃
は
城
下
に
仕
え
る
武

士
が
着
用
す
る
略
礼
装

で
、
現
在
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
ス
ー
ツ
に
相
当
す

る
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の

た
め
、
着
用
す
る
人
の
体

格
に
合
わ
せ
て
寸
法
が
異

な
る
。
同
館
に
よ
れ
ば
、

展
示
品
の
袴
の
長
さ
か
ら

推
測
さ
れ
る
身
長
は
「
１

５
５
～
１
６
０
㌢
ほ
ど
」

と
い
う
。

　

梶
川
は
刃
傷
事
件
の
５

日
後
、
５
０
０
石
の
加
増

を
受
け
て
１
２
０
０
石
取

り
と
な
っ
た
。
槍
奉
行
に

も
取
り
立
て
ら
れ
、
享
保

８
年
８
月
８
日
に
７７
歳
で

亡
く
な
る
ま
で
生
き
た
。

墓
は
東
京
都
中
野
区
の
天

徳
院
に
あ
る
が
、
無
縁
墓

地
に
置
か
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

裃
は
本
館
５
室
・
６
室

の
「
武
士
の
装
い
―
平
安

～
江
戸
」
で
４
月
２３
日

（
日
）ま
で
展
示
さ
れ
て
い

る
。（
写
真
は
「
裃 

縹
麻

地
微
塵
小
桜
小
紋 

隅
取

角
に
二
つ
菱
紋
付
」
＝
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）

Ｏ
Ｋ
。朝
日
町
９
の
２１
☎

２５
・
８
５
３
８（
中
川
）

　　

▽
９
日
＝
イ
オ
ン
診
療

所（
中
広
字
別
所
５５
の
３
）

☎
４6
・
４
６
６
６

　

▽
１6
日
＝
杉
口
整
形
外

科
（
加
里
屋
中
洲
５
丁
目

１５
の
１
）
☎
４５
・
１
４
５

１

後
）金
土（
午
前
・
午
後
）。

6０
代
も
歓
迎
。女
性
も
活

躍
中
。「
㈲
パ
ー
ツ
ハ
リ

マ
」相
生
市
佐
方
☎
０
７

０
・
４
１
５
０
・
４
２
０
３

　

▼
折
込
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
翌
日
の
新
聞
朝
刊
に
入

れ
る
折
込
チ
ラ
シ
を
機
械

で
ま
と
め
る
作
業
で
す
。

午
前
１１
時
～
（
曜
日
に
よ

り
変
動
）お
昼
の
時
間
を

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

時
給
９
６
０
円
～
○
配
達

さ
ん
募
集
／
毎
朝
Ａ
Ｍ
２

時
か
ら
１
時
間
半
程
度
。

地
区（
加
里
屋
・
塩
屋
磯

浜
）。配
達
料
６
～
８
万

円（
部
数
に
よ
り
ま
す
）。

「
神
戸
新
聞
赤
穂
専
売
所
」

加
里
屋
☎
４３
・
５
７
０
０

　

▼
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
募

集
＝
①
平
日
１１
時
か
ら
２

～
３
時
間
②
土
日
１１
時

～
１４
時
、１７
時
３０
分
～
２０

時
の
間
で
１
日
３
～
５

時
間
程
度
。時
給
９
６
０

円
。食
事
付
き
。学
校
行
事

等
の
休
み
考
慮
し
ま
す
。

高
校
生
可
。履
歴
書
不
要
。

ス
テ
ー
キ
と
ハ
ン
バ
ー
グ

の
お
店「
ぱ
ぴ
ー
」新
田
☎

４２
・
３
７
２
２

　

▼「
デ
コ
ボ
コ
ス
ト
ア
」

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
＝
ホ
ー

ル
係
。１８
時
～
２２
時
。週
２

～
３
回
。日
数
・
時
間
相
談

に
応
じ
ま
す
。時
給
１
０

０
０
円
～
。ま
か
な
い
付
。

イ
ン
ス
タ（
デ
コ
ボ
コ
ス

ト
ア
）か
ら
の
お
問
合
せ

り
勤
務
時
間
帯
変
動
あ

り
。詳
し
く
は
面
接
に
て

【
販
売
ス
タ
ッ
フ
】○
フ
ル

タ
イ
ム
正
社
員
／
８
時
～

１７
時
。休
日
／
水
曜
日
他
、

シ
フ
ト
制
。給
与
／
月
給

１７
万
円
～
。仕
事
内
容
／

接
客
他（
詳
細
は
電
話
、面

接
に
て
）○
パ
ー
ト
さ
ん

／
１０
時
～
１6
時
。休
日
／

水･

木
曜
日
他
、シ
フ
ト

制
。時
給
１
０
０
０
円
～
。

仕
事
内
容
／
接
客
◎
イ
ン

ス
タ
Ｄ
Ｍ
、
メ
ー
ル

（info@
kankaw

a.
co.jp

）で
の
お
問
合
せ

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
か
ん
川
本
舗
」駅
前
町
５6

の
１
☎
４３
・
２
５
５
５

　

▼
急
募・
軽
ト
ラ
で
車

の
部
品
の
ル
ー
ト
配
達
＝

午
前
９
時
半
～
、午
後
２

時
～
各
３
時
間
。時
給
１

０
５
０
円
。
月
火
木（
午

円
か
ら
代
車
、見
積
も
り

無
料
。中
古
車
販
売
、新
車

も
お
任
せ
く
だ
さ
い
。絶

対
お
得
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も

随
時
募
集
中
。ガ
ソ
リ
ン

最
安
値
、オ
イ
ル
交
換
２

回
無
料
、車
検
割
引
な
ど

特
典
い
っ
ぱ
い
で
年
会
費

１
５
０
０
円
。お
気
軽
に

ス
タ
ッ
フ
ま
で
。ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」オ
ー
ト
バ
ッ

ク
ス
さ
ん
前
☎
４6
・
３
１

７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、家
、倉
庫
の
片
付
け
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。見
積

も
り
無
料
。店
舗
営
業
日

（
土
・
日
／
１１
時
～
１6

時
）。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」
坂
越

２
０
２
４
☎
０
９
０
・
１

２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
た
だ
今
、野

菜
苗
大
売
り
出
し
開
催
中

で
す
。ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ

ト
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、ピ

ー
マ
ン
、ト
ウ
ガ
ラ
シ
苗

の
ほ
か
、ス
イ
カ
、メ
ロ

ン
、カ
ボ
チ
ャ
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
等
も
入
荷
し
て
い

ま
す
。丈
夫
で
連
作
障
害

に
強
い
接
木
苗
も
入
荷
し

て
い
ま
す
ヨ
。い
ず
れ
も

防
寒
対
策
を
し
、丈
夫
に

育
て
ま
し
ょ
う
。キ
ャ
ベ

ツ
、レ
タ
ス
等
葉
菜
類
も

各
種
揃
っ
て
い
ま
す
。春

～
初
夏
の
花
苗
続
々
入
荷

中
。注
目
話
題
の
お
花
も

い
ろ
い
ろ
入
荷
し
て
い
ま

す
。イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

て
入
荷
情
報
や
お
す
す
め

の
お
花
等
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
ネ
。今
か
ら
長

く
咲
く
寄
植
に
植
替
承
り

中
。ご
予
算
に
応
じ
て
お

作
り
し
ま
す
。シ
ー
ズ
ン

入
替
の
た
め
、特
価
品
多

数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
新
作
資
材
も
い
っ

ぱ
い
。ゆ
っ
く
り
ご
覧
く

だ
さ
い
ネ
。お
米
の
販
売

し
て
い
ま
す
。玄
米
の
ほ

か
白
米
も
ご
予
約
に
て
ご

用
意
致
し
ま
す
。「
㈲
米
口

グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」

木
津
☎
４6
・
８
０
０
１（
１０

時
～
１6
時
４５
分
）

　

▼
野
球
塾・
塾
生
募
集

＝
小
学
生
以
上
。未
経
験

者
大
歓
迎
。バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
・
守
備
練
習
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
野
球
の
基
礎
を
教

え
ま
す
。ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ワ
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
上
級

認
定
者
、関
西
福
祉
大
野

球
部
員
、姫
路
獨
協
大
野

球
部
Ｏ
Ｂ
が
教
え
ま
す
。

無
料
体
験
実
施
中
。お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」鷏
和
☎
４５
・
０

０
６
４（
担
当
／
大
河
）

　

▼
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
急

募
＝
土
日
パ
ー
ト
・
バ
イ

ト
①	

１１
時
～
１４
時
３０
分
／

ホ
ー
ル
②
１７
時
～
２０
時
／

ホ
ー
ル
。時
給
１
０
５
０

円
（
研
修
期
間
あ
り
９
６

０
円
）◎
正
社
員
同
時
募

集
中
／
調
理
及
び
ホ
ー
ル

業
務
。
９
時
～
２０
時
の
間

の
８
時
間
。
給
料
２２
万
～

（
研
修
期
間
あ
り
）。経
験
・

能
力
に
よ
っ
て
優
遇
。
未

経
験
者
歓
迎
。「
元
祖
か
も

め
屋
赤
穂
本
店
」
赤
高
交

差
点
北
☎
４５
・
２
３
３
０

　

▼
製
造
ス
タ
ッ
フ・
パ

ー
ト
さ
ん
募
集
＝
時
給
１

０
５
０
円
。塩
味
饅
頭
の

製
造
補
助（
簡
単
な
作
業

で
す
）。朝
７
時
か
ら
４
～

５
時
間
程
度
。時
期
に
よ

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医
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